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〜
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ど
う
す
る
子
ど
も
の
貧
困
」

　
１
月
30
日
、
子
ど
も
の
貧
困
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
山
科
醍
醐
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
理
事
長
の
村
井
琢
哉
さ
ん
の
基
調
講
演
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

淀
川
右
岸
堤
防
の
危
険
個
所
（
柱
本
地
区
）

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
抜
本
的
整
備
を

地
域
の
学
習
支
援
の
取
り
組
み

心
身
の
成
長
を
支
え
る
居
場
所

子
ど
も
の
笑
顔
を
守
れ
る
社
会
へ

雇
用
や
社
会
保
障
の
充
実
を

　
１
月
18
日
、
柱
本
の
淀

川
右
岸
堤
防
の
川
側
斜
面

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
多
数

の
大
き
な
亀
裂
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
宮
原
府
議
、

淀
川
河
川
事
務
所
と
現
地

視
察
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。

大
雨
が
降
っ
た
時
の
水
の

勢
い
は
激
し
く
堤
防
内
を

削
り
決
壊
さ
せ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
自
治
会
は
こ

の
事
を
危
惧
さ
れ
、「
緩
傾

斜
護
岸
」
の
設
置
や
堤
防

の
整
備
促
進
を
、
国
に
求

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
だ
け
で
な
く

河
川
整
備
の
予
算
は
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

と
宮
原
府
議
、
日
本
共
産

党
国
会
議
員
団
で
国
会
へ

要
望
に
行
く
計
画
を
し
て

い
ま
す
。
命
と
財
産
を
守

る
大
事
な
問
題
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
超
党
派
で
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

↑堤防を視察するきよた、
宮原府議（左から）。

↓
亀
裂
や
穴
の
あ
い
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
土
の
う
で
対
応
。

市
民
公
益
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催

　

基
調
講
演
で
は
、
日
本

の
子
ど
も
の
貧
困
状
況
を

実
態
分
析
し
、
生
活
、
学

習
支
援
の
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
親
の
失

業
や
低
収
入
、病
気
、離
婚
、

死
別
な
ど
家
庭
の
経
済
状

況
の
悪
化
で
も
た
ら
さ
れ

る
子
ど
も
の
貧
困
は
、年
々

深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
あ
っ
と
す
く
ー
る
理
事

長
の
渡 

剛
さ
ん
は
自
分
も

ひ
と
り
親
家
庭
で
育
ち
、

地
域
で
の
学
習
支
援
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
タ
ウ
ン

ス
ペ
ー
ス
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｋ

の
学
習
支
援
教
室
に
参
加

し
て
い
る
中
学
生
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
で
家
事
や
下

の
兄
弟
の
面
倒
で
家
で
は

勉
強
が
で
き
な
い
状
況
で
、

家
で
は
言
え
な
い
相
談
や

悩
み
を
聞
い
て
も
ら
え
、

「
勉
強
は
嫌
い
だ
け
ど
大
切

だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

高
校
に
行
く
の
が
目
標
。」

と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
習
会
に
参
加
し
て
、

身
近
な
大
人
の
助
け
が
得

ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に

つ
い
て
、
最
低
限
の
生
活

が
保
障
さ
れ
ず
、
学
習
の

機
会
や
文
化
に
触
れ
る
機

会
が
な
い
な
ど
、
困
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
。
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
や
学
習
、

生
活
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
民
の
活
動
は
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
度
の
全

国
母
子
家
庭
等
調
査
で

は
、
母
子
世
帯
の
母
親

の
就
労
率
は
80
・
６
％

で
、
勤
労
収
入
は
平
均
年

収
１
８
１
万
円
。
64
％
が

年
収
２
０
０
万
円
以
下
で

す
。
正
規
の
従
業
員
が
39
・

４
％
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
・
派
遣
社
員
等
は
52
・

１
％
。
ひ
と
り
親
家
庭
は

子
育
て
も
あ
り
、
就
労
条

件
が
不
利
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
労
働
者
派
遣
法

の
改
悪
な
ど
計
画
さ
れ
て

お
り
、
非
正
規
雇
用
で
し

か
働
け
な
い
現
実
が
さ
ら

に
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
の
貧
困
と
格

差
を
広
げ
る
政
治
を
改
め
、

雇
用
や
社
会
保
障
、
子
育

て
支
援
の
充
実
な
ど
実
効

性
の
あ
る
子
ど
も
の
貧
困

対
策
が
必
要
で
す
。
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１
月
26
日
に
新
名
神
・

交
通
体
系
等
対
策
特
別

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委

員
と
し
て
出
席
し
ま
し

た
。
高
槻
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
利
用
す
る
た
め
に

市
外
か
ら
来
る
車
に
対
し

て
、
誘
導
ル
ー
ト
を
検
討

し
、
案
内
標
識
を
設
置
す

る
と
の
こ
と
で
す
。
市
の

主
な
考
え
方
は
「
わ
か
り

や
す
い
」「
走
り
や
す
い
」

「
中
心
市
街
地
の
通
行
を

抑
制
」
で
す
。
具
体
的
に

は
、
国
道
１
７
１
号
線
を

通
り
、
高
槻
の
東
に
位
置

す
る
「
井
尻
交
差
点
」
を

右
折
す
る
よ
う
案
内
標
識

新名神インターチェンジへの
　　　　　　 交通誘導について

２
０
１
６
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
答
申
が
示
さ
れ
る

を
設
置
す
る
提
案
で
す
。

　
８
年
前
の
市
の
資
料
で

は
高
槻
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
利
用
す
る
車
は
１
日

１
万
６
３
０
０
台
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
接
続
し

て
い
る
道
路
で
あ
る
南
平

台
日
吉
台
線
、
伏
見
柳

谷
線
、
高
槻
東
道
路
の
３

つ
の
道
路
に
そ
れ
ぞ
れ
約

５
０
０
０
台
通
行
す
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
７
１
号
線
は
今
で

も
渋
滞
し
て
い
て
、
抜
け

道
を
探
す
車
も
多
い
で

す
。
渋
滞
解
消
の
た
め
に

も
八
丁
畷
、
大
畑
町
、
富

田
丘
町
西
、
野
田
交
差
点

の
整
備
を
急
ぐ
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
完
成
時
に

は
医
大
東
側
の
道
は
拡
幅

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
整
備

が
間
に
合
わ
な
い
ま
ま
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
供
用
に

な
れ
ば
、
渋
滞
は
さ
ら
に

ひ
ど
く
な
る
心
配
が
あ
り

ま
す
。
現
状
と
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
供
用
時
の
車
の

動
き
に
つ
い
て
の
調
査
に

取
り
組
む
こ
と
も
大
切
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
に
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
会
計
の
収
支

状
況
、
次
期
保
険
料
に

つ
い
て
審
議
が
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
度
の
国

保
会
計
の
収
支
見
込
み

は
４
億
３
千
万
の
赤
字
で

す
。
市
は
赤
字
の
原
因
は

医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
も

の
と
報
告
。
し
か
し
、
そ

れ
以
外
に
保
険
財
政
共
同

安
定
化
事
業
の
国
に
よ
る

制
度
変
更
の
影
響
も
あ
り

ま
し
た
。
大
阪
府
内
の
市

町
村
国
保
の
医
療
費
負
担

を
共
有
す
る
た
め
に
、
市

町
村
国
保
か
ら
拠
出
金
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
30
万
円
以
上
か
ら
80
万

円
以
下
の
医
療
費
を
対

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
3.5
％
増
と

　
　
国
の
制
度
変
更
で
国
保
財
政
悪
化

市
が
低
所
得
者
へ
の

　
　
　

保
険
料
値
上
げ
を
提
案

象
に
給
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
１
５
年
度
か
ら

１
円
以
上
、
80
万
円
以
下

の
医
療
費
に
対
象
拡
大
さ

れ
、
拠
出
金
が
大
幅
に
増

や
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
保
財
政
の
収
支
悪
化

を
招
い
た
の
は
、
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
の
制

度
変
更
を
し
た
国
に
責
任

が
あ
り
、
そ
の
し
わ
寄
せ

を
加
入
者
に
負
わ
せ
る
こ

と
は
問
題
で
す
。
４
月
以

降
の
保
険
料
に
つ
い
て
は

年
間
収
入
98
万
円
以
下
の

世
帯
だ
け
が
保
険
料
値
上

げ
に
な
る
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
月
８
万
１
０
０
０

円
以
下
で
生
活
さ
れ
て
い

る
人
の
保
険
料
を
上
げ
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
１
月
29
日
に
協
議
会
で

の
審
議
結
果
と
意
見
集
約

し
た
答
申
を
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
度
は
中
間

所
得
者
層
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
保
険
料
の
限
度
額

は
４
万
円
引
き
上
げ
、
平

均
保
険
料
は
据
え
置
く

こ
と
。
ま
た
、
低
所
得
者

の
加
入
割
合
が
高
く
、
保

険
料
の
負
担
も
重
い
と
し

て
、
低
所
得
者
の
保
険

料
負
担
に
あ
た
っ
て
は
考

慮
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま

す
。


